
令和６年度採択事業

有限会社CBカウンセリングサービス

「マインド・アップ・プログラム」の

効果検証について
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実証事業の概要

 就業環境等が大きく変化する企業の社員は、常にストレス状態に置かれ、生産性の低下、

メンタルダウン・離職につながる場合があります。

 一方で、職場においてメンタル面の相談やカウンセリングを受けることへの抵抗が大きい

傾向がある国内においては、社員が抵抗なくサービスの活用が可能で、自らマインドアッ

プを行うことができる仕組みの検討が求められています。

 そこで本実証では、入社2年目以降の社員と、環境の変化等で特に大きなストレス負荷がか

かると想定される新入社員を対象に、認知行動療法に基づくセルフマインド・アップ・プ

ログラムを用いた、マインドアップ効果やエンゲージメント等の向上に関する実証を行い

ます。

（１）実証事業者：有限会社CBカウンセリングサービス

（２）テーマ名：認知行動療法によるマインド・アップ・プログラムの効果検証

（３）対象となる未病領域：メンタルヘルス・ストレス

（４）実施期間：令和７年4月から令和7年10月（予定）

（５）実証事業への参加者： 40名程度（予定）

18歳以上65歳以下の企業の社員および

25年度新入社員の方
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【対人カウンセラーとのチャット機能】 【ご自身でも認知変容の実践を行える機能】 【心理検査結果の点数化】

【サービスイメージ】
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項目 内容

事前準備・
参加募集者

〇参加者募集し、事業説明、実証参加同意を得る。
〇参加者に対し、実証前のメンタルヘルス等の状況を把握するため事前測定を行う。
〇URL（QRコード）から本システム活用のため、登録を行う。

参加対象者 〇25年度時点で入社2年目以降の社員と25年度新入社員。
〇新入社員と2年目以降社員をそれぞれグループに分け、介入を行う。

介入 〇マインドアップ教育を受講する。
〇マインドアップシステムを用いてセルフマインドアップを3か月間行う。
（週1回以上のログインとコメント入力等）
〇月1回CBカウンセリング社によるアセスメントを行う。
〇実証協力企業の健康管理室スタッフに対し、個人が特定されない環境下でカウンセリング情報
の共有を行う。

評価項目 〇 DASS (Depression Anxiety Symptom Scales)：抑うつや不安の症状の尺度
〇 JIBT-R (Japanese Irrational Belief Test-Revised)：「不合理な信念」の尺度
〇 DACS (Depression and Anxiety Cognition Scale)：「自動思考」の尺度
〇 DAMS (Depression and Anxiety Mood Scale)：うつ病と不安の「気分」の尺度
〇 PATS（Positive Automatic Thought Scale）：肯定的自動思考の尺度
〇 PMS（Positive Mood Scale）：肯定的気分の尺度 等

評価 〇介入前と介入後のメンタルヘルス等の変化を評価する。

（６）実施内容：
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